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発言する小林会長

4月14日（火）、国土交通省において「第５回国内航空のあり方に
関する有識者会議」が開催されました。
航空局より、需給適合に資する「運航業務の管理の受委託」の活用、

航空局による実勢運賃の監視と公表、曜日運航の実施や期間減便の積極
的な活用など、これまでの議論に加えて次回のとりまとめに向けた
具体的な方向性が示されました。
出席した小林会長は、2026春闘で加盟組合平均約1.2万円の賃上げが

実現したことを報告し、「産業の持続的発展には継続的な人への投資が
不可欠」と強調、さらに「エアライン各社の経営層とは、単価が上がら
ない構造的課題への対応が必要との認識を共有している」と説明しまし
た。一方で、現下の原油高騰を受け、職場から労働条件への影響を懸念
する声があげられていることを紹介した上で「今回の有識者会議での
対応に加えて、さらなる検討の必要性が生じている」と提起しました。

有識者会議の様子

坂元慎平

～小林会長は「人への投資」の必要性を強調！～

国内線ネットワーク維持に向けた方向性を議論！
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